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ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
（
第
15
号　

平
成
21
年
８
月
１
日
発
行
）

各委員会では付託された議案及び請願について審査しました。主な質疑について報告します。
（なお、本文は各委員会委員長が執筆したものを編集し、掲載しております）

深
谷
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
条
例

を
改
正
す
る
条
例

　
　

行
財
政
改
革
に
関
す
る
事
務
を
所

掌
す
る
の
は
ど
こ
の
部
署
な
の
か
。

　
　

平
成
21
年
度
の
組
織
改
正
に
伴
い
、

「
行
財
政
改
革
に
関
す
る
事
務
」
は
総

合
政
策
部
企
画
財
政
課
行
革
推
進
係
で

所
管
す
る
。

　
　

行
財
政
改
革
推
進
室
を
廃
止
し
、

企
画
財
政
課
へ
統
合
し
た
理
由
は
。

　
　

行
財
政
改
革
推
進
室
が
所
管
し
て

い
た
事
務
分
掌
の
整
理
や
人
員
配
分
の

算
出
根
拠
を
、
行
政
評
価
制
度
の
事
務

事
業
と
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
適
正
と

の
考
え
の
も
と
に
、
行
政
評
価
を
軸
と

し
て
施
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
企

画
財
政
課
の
中
に
行
革
推
進
係
を
組
み

込
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
統
合
し
た
。

深
谷
市
税
条
例
を
改
正
す
る
条
例

　
　

税
条
例
の
一
部
改
正
の
う
ち
、
寄

附
金
税
額
控
除
が
適
用
さ
れ
る
公
益
法

人
等
の
指
定
に
つ
い
て
、
規
則
の
定
め

に
よ
り
市
長
が
指
定
し
た
も
の
と
は
何

を
指
す
の
か
。

　
　

対
象
は
県
内
に
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
あ
り
、
事
務
所
が
県
外
に
あ
る
学

校
法
人
ま
た
は
社
会
福
祉
法
人
な
ど
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
人
は
実
態
的
に
県

民
が
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

寄
附
し
た
場
合
に
は
、
寄
附
金
税
額
控

除
が
適
用
さ
れ
る
。

　
　

個
人
市
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
に
よ
る
市
民
税
に
対
す
る

影
響
額
と
国
か
ら
の
補
助
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

　
　

平
成
21
年
度
課
税
に
お
い
て
、

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
の
入

居
者
が
対
象
と
な
り
、
そ
の
う
ち
申
告

者
が
１
５
６
７

人
で
、
市
民
税

４
７
５
５
万
６

千
円
が
減
額
と

な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
減

額
分
に
つ
い
て

は
、
地
方
交
付

税
算
出
の
算
定

基
礎
と
な
っ
て

い
る
。

深
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
　

今
回
の
改
正
は
配
当
所
得
に
も
課

税
す
る
か
わ
り
に
、
株
の
譲
渡
で
発
生

し
た
損
失
は
差
し
引
く
と
の
内
容
で
あ

る
が
、
配
当
所
得
の
把
握
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

答　

配
当
所
得
に
つ
い
て
は
20
％
の

源
泉
課
税
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
人
が

10
％
の
申
告
と
し
た
い
場
合
に
は
10

％
の
課
税
と
な
る
。
配
当
所
得
に
つ
い

て
は
税
の
申
告
の
際
に
把
握
で
き
る
。

農
地
法
の
「
改
正
」
に
反
対
す
る
請
願

　
　
　

基
本
理
念
を
土
地
の
所
有
か
ら

利
用
に
大
き
く
転
換
す
る
も
の
で
あ
り
、

農
地
の
減
少
に
歯
ど
め
を
か
け
る
た
め

に
転
用
の
規
制
を
強
化
し
つ
つ
、
農
地

の
有
効
利
用
を
後
押
し
す
る
と
い
う
、

２
つ
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
意
欲

の
あ
る
人
に
農
地
が
集
積
さ
れ
れ
ば
、

農
業
活
性
化
に
希
望
が
持
て
る
よ
う
に

な
る
の
で
、
本
請
願
に
反
対
す
る
。

　
　
　

企
業
の
参
入
を
図
っ
た
時
に
自

給
率
の
向
上
と
不
耕
作
地
の
解
消
が
で

き
る
と
の
も
く
ろ
み
が
あ
る
。
し
か
し
、

競
争
性
の
高
い
企
業
に
既
存
の
頑
張
っ

て
い
る
農
家
が
つ
ぶ
さ
れ
か
ね
な
い
危

惧
や
、
不
耕
作
地
が
ふ
え
て
し
ま
う
懸

念
も
あ
る
。
基
本
的
に
農
家
を
し
っ
か

り
守
れ
る
農
政
を
確
立
す
べ
き
と
の
観

点
か
ら
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

仙
元
山
の
緑
と
自
然
を
守
る
請
願

意
見　

仙
元
山
は
、
現
在
市
が
昌
福
寺

等
に
お
金
を
払
っ
て
公
園
と
し
て
借
り

て
い
る
が
、
立
ち
木
の
維
持
管
理
は
所

有
者
で
あ
る
昌
福
寺
等
が
行
っ
て
い
る
。

個
人
資
産
で
あ
る
の
で
、
重
点
的
に
は

仙
元
山
の
緑
と
自
然
を
守
る
会
で
一
生

懸
命
努
力
し
て

も
ら
い
、
行
政

と
し
て
は
、
最

大
限
の
援
助
で

は
な
く
、
最
小

限
の
援
助
で
、

自
立
精
神
で
運

営
し
て
も
ら
う

こ
と
を
条
件
に

採
択
す
べ
き
で

あ
る
。

市
民
環
境

産
業
委
員
会

市
民
環
境

産
業
委
員
会

市
民
環
境

産
業
委
員
会

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

委員長
石川　克正
副委員長
五間くみ子
委員
仲田　　稔
田嶋　　均
今井　俊雄
須藤　邦男
新井　　清

委員長
馬場　　茂
副委員長
江原久美子
委員
三田部恒明
小森　秀夫
栗原　征雄
宇多村春惠
加藤　温子
飯野　　広　
　岡　信彦

問問

問

問 答答

答答

問答

群馬県太田市南前小屋地区視察

賛
成
意
見

反
対
意
見
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福
祉
文
教

委

員

会

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
委
員
会
っ
て
な
ぁ
に
？
」

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
委
員
会
っ
て
な
ぁ
に
？
」

委 員 会委 員 会 から報告します

深
谷
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例

を
改
正
す
る
条
例

　
　

処
理
施
設
の
名
前
は
、
番
号
制
で

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

合
併
前
か
ら
も
地
域
の
名
前
を
採

用
し
て
お
り
、
今
後
も
地
域
の
名
前
を

使
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

人
見
地
区
の
計
画
戸
数
４
１
３
戸

に
対
し
て
、
現
段
階
に
お
い
て
接
続
予

定
戸
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

現
在
ま
で
に
、
４
０
１
戸
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
既
に
１
４
０
戸
が
宅
内

工
事
の
手
続
き
を
し
て
い
る
。

　
　

計
画
区
域
内
の
会
社
等
か
ら
の
流

入
も
あ
る
の
か
。

　
　

事
業
所
等
に
お
け
る
昼
間
の
流
入

人
口
も
含
め
て
計
画
人
口
と
し
て
い
る
。

深
谷
市
手
数
料
条
例
を
改
正
す
る
条
例

　
　

長
期
優
良
住
宅
に
係
る
手
数
料
収

入
に
つ
い
て
、
１
年
間
で
何
件
く
ら
い

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

６
月
４
日
か
ら
の
制
度
で
あ
り
、

現
時
点
で
の
実
績
は
な
く
、
見
込
み
は

立
た
な
い
が
、
関
係
先
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
は
数
件
あ
る
。

　
　

手
数
料
の
算
定
根
拠
は
。

　
　

手
数
料
は
、
埼
玉
県
内
統
一
の
額

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
算
定
根
拠
は
、

認
定
審
査
に
係
る
想
定
所
要
時
間
を
基

礎
と
し
て
い
る
。

　
　

共
同
住
宅
等
の
手
数
料
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

共
同
住
宅
な
ど
複
数
の
戸
数
が
あ

る
場
合
は
、
手
数
料
の
１
万
３
千
円
を

戸
数
で
割
る
こ
と
が
基
本
に
な
る
が
、

複
数
の
戸
数
を
持
つ
共
同
住
宅
で
あ
っ

て
も
、
一
部
の
み
を
申
請
す
る
場
合
は
、

１
万
３
千
円
を
申
請
戸
数
で
割
る
た
め
、

１
戸
当
た
り
の
負
担
額
は
割
高
と
な
る
。

　
　

国
の
長
期
優
良
住
宅
推
進
施
策
に

関
す
る
手
数
料
で
あ
る
が
、
市
と
し
て

の
普
及
を
推
進
す
る
施
策
は
あ
る
の
か
。

　
　

現
在
、
国
に
お
い
て
は
「
２
０
０

年
住
宅
」
と
呼

ば
れ
る
長
期
優

良
住
宅
を
推
進

し
て
い
る
が
、

市
に
お
い
て
は
、

優
遇
策
等
に
つ

い
て
検
討
し
て

い
な
い
。

深
谷
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給

に
関
す
る
条
例
及
び
深
谷
市
こ
ど
も
医

療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す
る

条
例

　
　

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
の

概
要
、
埼
玉
県
内
で
の
設
置
の
有
無
は
。

　
　

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
と

は
、
要
保
護
児
童
を
、
養
育
に
関
し
て

相
当
の
経
験
を
有
す
る
養
育
者
の
住
居

に
お
い
て
養
育
を
し
、
児
童
の
自
立
性

を
尊
重
し
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
等
の
事
業
を
行
う
こ
と

で
あ
る
。
里
親
が
４
人
ま
で
の
委
託
が

可
能
な
の
に
対
し
、
こ
の
事
業
で
は
５

〜
６
人
の
児
童
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
埼
玉
県
内
で
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
　

医
療
費
が
県
か
ら
措
置
さ
れ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
方
法
は
ど
う
な
る

の
か
。

　
　

医
療
費
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
な
る
児
童
が
医
者
に
か
か
っ
た

場
合
、
児
童
相
談
所
で
発
行
し
て
い
る

受
診
券
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
医
療
機
関
が
児
童
相
談
所
に
請
求

す
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
を
改
正
す

る
条
例

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
利
用
の
際
に
実
費

の
徴
収
か
ら
使
用
料
に
変
わ
る
と
あ
る

が
、
利
用
に
は
ど
の
よ
う
な
負
担
が
か

か
る
の
か
。

　
　

も
と
も
と
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

調
理
台
一
台
当
た
り
５
０
０
円
と
い
う

規
定
が
施
行
規
則
に
あ
っ
た
が
、
条
例

に
お
い
て
、
附
属
設
備
の
使
用
料
の
徴

収
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
か
っ
た
た
め
、

本
来
徴
収
さ
れ
る
べ
き
使
用
料
の
徴
収

が
な
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
。
今

回
、
条
例

が
改
正
さ

れ
る
こ
と

に
よ
り
、

利
用
者
は
、

調
理
台
の

使
用
料
を

支
払
う
こ

と
に
な
る
。

福
祉
文
教

委

員

会

福
祉
文
教

委

員

会

建
設
委
員
会

建
設
委
員
会

建
設
委
員
会

委員長
吉田幸太郎
副委員長
中矢　寿子
委員
清水　　睦
加藤　利江
新井　愼一
高田　博之
田島　信　
松本　政義
中村　和男

委員長
小川真一郎
副委員長
清水　健一
委員
柴崎　重雄
富田　　勝
倉上　由朗
今村　三治
橋本　設世
永田　勝彦

問問

問

答答

答

問問

問問

問問問 答答答答

答答答

人見集落排水センター視察

…
議
会
が
一
定
の
部
門
の
当
該
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
す
る
調
査
及
び
議
案
等
の
審
査
を
行
わ
せ
る
た
め
、常
設
し
て
い
る
委
員
会
の
こ
と
で
す
。〉


